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委員会報告委員会報告
～主　な　審　査　内　容～

総 務 企 画 委 員 会

福 祉 文 教 委 員 会

Ｑ　大野北保育所の定員を 150 名から 161 名に拡

充予定だが、増員する児童の年齢や保育士の増員

は

Ａ　待機児童の多い０～２歳に充てたいと考えてい
る。2名の保育士を増員予定である。

Ｑ　待機児童解消に向けた今後の計画は

Ａ　平成 32 年４月までに、現在よりも 375 人の定
員増を計画している。

第７号議案
「大野城市立保育所の設置及び管理に関する条例の
一部を改正する条例の制定について」

Ｑ　他市と比較して本市の介護保険料基準額はど

うか

Ａ　筑紫地区では大野城市が 5400 円、春日市は
5800 円、那珂川町が 5550 円、太宰府市 5360 円、
筑紫野市 5200 円となる見込みである。筑紫地区で
は平均 5460 円で、本市は平均よりも少し低い設定
となっている。

第８号議案
「大野城市介護保険条例の一部を改正する条例の制
定について」

第６号議案
「大野城心のふるさと館の設置及び管理に関する条
例の制定について」

Ｑ　寄付の目的を幅広くしているが、どの様なも

のを積み立てるのか

Ａ　ふるさと納税のポータルサイトから寄附が行わ
れたものを積み立てる。

第２号議案
「大野城市ふるさと応援基金条例の制定について」

Ｑ　どの様にして市民の意見を聞いたか

Ａ　本条例は、先に改正したコミュニティ構想ｖｅ
ｒ.２の考え方を条例によって具現化したものであ
り、構想策定時には 2000 人を対象とした市民アン
ケートの調査と、各コミとの意見交換会等を進めて
きた。また、今回改正においても各区長を中心とし
たまちづくり準備委員会の中で協議し、その意見を
反映している。

第３号議案
「大野城市コミュニティ条例の全部を改正する条例
の制定について」

Ｑ　コミュニティ別まちづくり計画とは

Ａ　各地区の特性に併せて、課題解決に向けた力を
発揮できるように、住民の役割分担を明確にしたま
ちづくりの姿を形にするものである。

Ｑ　職員体制はどうなるのか

Ａ　学芸員４名を含め、一般職員、臨時職員、嘱託
職員を併せて、12名程度を配置する予定である。

Ｑ　企画展の観覧料はどうするのか

Ａ　企画展の観覧料については、500円を基準に考
えている。ただし、内容を踏まえて、その都度適切
な観覧料の設定を行っていく。

Ｑ　今後、指定管理者制度を導入する考えは

Ａ　当面、運営は直営で行うが、指定管理者制度の
導入の可能性も踏まえて、今後の運営と運営の分析
を行っていく。
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予 算 委 員 会 （ 補 正 予 算 ）

第16号議案
「市道路線の廃止について」

第 17号議案
「市道路線の認定について」

Ｑ　道路の認定で、道路が行き詰まっている場合、

一番奥まった道路を認定するときは、条件がある

と思うが、そのまま認定することに問題はないの

か

Ａ　もともとあった認定路線の起点・終点が変わる
ということで、廃止と再認定ということで問題はな
いと考えている。

※第 16 号議案及び第 17 号議案については、県

道飯塚大野城線と現人橋乙金線の整備完了に伴

い、既に認定している道路の起点・終点に変更

が生じるため、既認定道路を一旦廃止し、再度

認定するもので、一括して

　審議しました。

Ｑ　住宅開発の場合、一番奥まったところには車

が回転できるスペースをつくって、寄附採納をし

なければならないのでは

Ａ　開発に伴い整備された道路の寄附採納基準や開
発帰属については、細かい規定があるが、今回は、
もともとあった認定道路であるため、寄附採納や帰
属には該当しないと考えている。

都 市 環 境 委 員 会

Ｑ　障がい者サービスの指定を受けた事業所が介

護サービスも受けられるようになるが、指定まで

どれくらいの期間がかかるか

Ａ　地域密着の指定は市で行っている。申請から約
２ヵ月から３ヵ月間で指定の事務を進めている。

第９号議案
「大野城市指定地域密着型サービスの事業の人員、
設備及び運営に関する基準等を定める条例の一部
を改正する条例の制定について」

Ｑ　ふるさと納税で5800 万円という大きな減額を

する理由は

Ａ　平成 28 年度の税額控除が 3500 万円あり、平成
29 年度はその額を上回るように設定し、歳入金額
として 8800 万円を見込んだ。
その達成に向け、説明会を開いたり、個別に会社を
訪問したり努力したが、魅力的な返礼品の数や種類
をそろえられなかったことやＰＲ不足のため、歳入
金額が大幅に下回ったためである。

第 22号議案
「平成 29年度大野城市一般会計補正予算（第８号）
について」
歳入歳出予算の総額からそれぞれ 7 億 8572 万
7000 円を減額。
補正後の歳入歳出予算総額 349 億 9067 万
4000 円。

Ｑ　臨時財政対策債について、13 億 1000 万円の

全額を借り入れるとのことだが、今後も全額を借

り入れるのであれば、将来負担が大きくなるので

はないか。今後の考えは

Ａ　臨時財政対策債は、地方交付税の基準財政需要
額に償還金を償還期間 20 年間として算定されてい
る。市は償還期間を 15 年としているため、一時的
には償還金が算定よりも大きくなるが、償還期間の
違いから、実際の償還よりも地方交付税に算定され
る金額が多い状況になり、将来負担は抑制されると
考えている。
しかし、臨時財政対策債の残高が多くなれば、将来
負担に与える影響も大きいことから、発行額のあり
方や償還方法について検討を進めていく。
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前年度に続く　500万円の 増額！

3月
定例会

平
成
30
年
３
月
定
例
会
を
、
２
月
22
日(

木)

か
ら
３
月
19
日(

月)

ま
で
開
催
。

38
件
の
議
案
（
条
例
・
予
算
等
）
を
審
議
し
、
全
て
可
決
・
承
認
・
同
意
。

そ
の
他
報
告
が
２
件
。
３
会
派
が
代
表
質
問
。
８
名
の
議
員
が
一
般
質
問
。

平成30年度内に策定

教育費 前年度比54.5％増

消防費
12億8700万円

3.7％

予備費 他
6000万円　0.2％

公債費
30億698万円
8.6％

使うお金

総務費
  48億9817万円

14.0％

議会費
2億6666万円　0.7％

教育費
45億9751万円
13.1％

土木費
  31億9993万円

9.1％
衛生費

24億2295万円
6.9％

民生費
147億2194万円

42.0％

商工費
4億9619万円
1.4％

農林水産業費
8759万円
0.2％

労働費
3003万円
0.1％

平成 30 年度一般会計予算　歳出

350億 7500万円

11 億 8484 万円

100万円

5061万円

2809万円

323万円

2億 4995 万円

353万円

①小学校校舎等大規模改造事業

②小中学校日本語支援ボランティア派遣事業

③PTCA活動推進事業補助金

（ランドセルクラブ事業）

④不登校支援事業

⑤教職員勤務管理システム導入事業

①まどかぴあ施設更新事業

②児童福祉施設等維持補修事業 ①災害情報伝達システム改修事業

※万円未満は切り捨て

①都市政策推進事業

1億 3962 万円

20億 2123 万円

3273 万円

7億 5238 万円

1億 1750 万円

1億 2276 万円

①認可保育所定員拡充事業

②子ども・子育て支援給付

③大野北保育所建替事業

④後期高齢者医療療養給付

民生費 前年度比0.9％増

総務費 前年度比18.4％減

土木費 前年度比16.1％減

消防費 前年度比2.1％減
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少子高齢化対策も発進！

安全・安心でにぎわいのあるまちへ！

心のふるさと館　
７月21日オープン

待
機
児
童
０
を
目
指
す

　

待
機
児
童
の
解
消
に
向
け
て
、
認
定
こ
ど
も
園

の
新
設
な
ど
、
計
画
的
に
事
業
を
進
め
て
い
る
。

平
成
30
年
度
４
月
に
は
保
育
定
員
を
１
２
２
人
増

員
し
、
そ
の
後
も
平
成
31
年
度
に
２
１
９
人
、
平

成
32
年
度
に
34
人
と
３
ヵ
年
で
３
７
５
人
（
現
在

の
定
員
の
約
２
割
）の
増
員
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

　

少
子
化
傾
向
で
は
あ
る
が
、
働
く
女
性
は
増

え
る
社
会
情
勢
。
今
後
も
保
育
需
要
を
見
込
み

な
が
ら
、
適
宜
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

W
i-F
i

導
入
事
業

　

災
害
発
生
時
な
ど
の
情
報
提
供
を

拡
充
す
る
た
め
、
避
難
所
で
あ
る
市

内
小
中
学
校
に
公
衆
無
線

L
A
N

（W
i-F
i

）
の
整
備
を
す
る
。

防
災
人
材
育
成
事
業

　

地
域
の
自
主
防
災
組
織
な
ど
の
地

域
防
災
の
担
い
手
と
な
る
人
材
や
市

職
員
を
計
画
的
に
育
成
し
、
地
域
防

災
力
と
組
織
的
な
災
害
対
応
能
力
の

向
上
を
目
指
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進

　

第
５
次
大
野
城
市
総
合
計
画
で
、

特
に
達
成
度
が
低
い
施
策
を
強
化
し
、

第
６
次
大
野
城
市
総
合
計
画
へ
反
映

し
て
い
く
。

　
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
別
ま
ち
づ
く
り
計

画
」
を
策
定
し
、
住
民
主
体
の
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
。

高
齢
者
対
策
の
充
実

　

直
営
で
あ
る
基
幹
型
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
に

お
け
る
予
防
プ
ラ
ン
等
の
一
部
を
、
各
地
区
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
移
行
し
、
高
齢
者
が

身
近
な
所
で
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
相
談
で
き

る
体
制
が
本
格
的
に
稼
働
す
る
。

　

介
護
保
険
事
業
第
７
期
１
年
目
と
い
う
こ
と

で
、
今
後
も
介
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
サ
ー

ビ
ス
を
充
実
し
て
い
く
。

　

介
護
保
険
料
は
、
３
年
に
一
度
見
直
さ
れ
、

平
成
30
年
度
も
上
が
っ
て
い
る
。
高
齢
者
増
に

よ
り
今
後
も
上
昇
す
る
こ
と
は
免
れ
な
い
が
、

健
康
寿
命
の
促
進
・
サ
ー
ビ
ス
の
質
や
量
を
高

め
る
こ
と
に
取
り
組
む
。
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予 算 委 員 会 （ 当 初 予 算 ）

Ｑ　シティプロモーション戦略策定事業の目的、

内容は　

Ａ　まちを売り込むということ。本市は転出する人
より転入する人が多く、人口は微増しているが、選
ばれる要因が何なのかをしっかり把握したいと考え
ている。平成 30 年度に検証し、その動向を踏まえ
て戦略を立てたいと考えている。

Ｑ　本市の財政状況は、他市に比べ健全と言われ

ているが、繰上げ償還がその大きな要因ではない

かと思われる。基金積み立てもしてあるが、市民

に還元することも必要では

Ａ　基金残高については、確かに他市に比べ多く、
平成 29年度末で約 140 億円程度である。
公共施設整備基金など使用目的のはっきりした基金
に積み立てていくことで、市民のみなさんに還元し
ていくとともに、必要な事業については、積極的に
基金を使っていく考えである。

Ｑ　ふるさと納税推進業務委託料が2461 万円計上

されているが、ふるさと納税額が少なかった場合

は

Ａ　平成 30 年度ではふるさと納税の寄附額を 4600
万円見込み、それに対する委託料を算定している。
寄附額が見込みより少なければ、委託料もそれに比
例するため、マイナスになることはない。

Ｑ　Ｗi－Ｆi を設置する場所と利用方法は

Ａ　小中学校の体育館を予定し、災害時パスワード
を入力して利用してもらう予定。

Ｑ　心のふるさと館の維持管理費約6900 万円は市

庁舎に比べ、高額に感じるが、主な内訳は

Ａ　設備の保守点検料 1498 万円、清掃委託料 935
万円、警備委託料 738 万円、環境衛生管理業務委託
料 104 万円、樹木管理業務委託料 25 万円、施設管
理委託料 3574 万円などである。

Ｑ　小中学校の空調等の整備状況は

Ａ　小学校の天井扇は今年度、空調は平成 32 年度

第 28号議案
「平成 30年度大野城市一般会計予算について」

で全校整備完了予定。中学校の天井扇は平成 31 年
度全校整備完了予定。なお、空調は全校整備済みで
ある。

Ｑ　防災人材育成事業の予定対象者数と１人当た

りの費用は

Ａ　市職員 30 名、消防団員 10 名、各自主防災組織
から 54 名、合計 94 名を予定している。なお、1 人
当たりの資格取得費用は 11000 円である。

Ｑ　Ｊアラート改修事業の対象校と実施時期は

Ａ　小中学校全 15 校を対象に、秋以降に実施予定
である。

Ｑ　コミュニティバス運行事業補助金が6266 万円

程と増えた理由は

Ａ　今年度が契約更新の年で人件費の値上がりや乙
金第二土地区画整理事業の完了に伴う、ルート変更
等によるものである。

Ｑ　西鉄天神大牟田線連続立体交差事業にかかる

市負担金5億6900 万円は

Ａ　平成 30 年度は、交付金事業で 42 億円、県単独
事業で 932 万円程の事業額が予定されており、それ
に対する負担金である。

Ｑ　私立保育所助成費の届出保育施設運営支援事

業が前年度より 500 万円程減額となっているが、

その理由は

Ａ　現在、保育施設定員の拡充を行っており、平成
30 年度は 122 人の定員の拡充を行うことから、待
機児童が若干減るのではないかと見込んでいる。そ
れに伴い、待機児童を受け入れた届出保育施設に対
する補助を減額をするもの。

Ｑ　今年度敬老祝い金として、5000 万円程が計上

されているが、今後に対する考えは

Ａ　祝い金は、高齢者の方に大変喜ばれている事業
であり、今後も継続したいと考えている。しかし、
対象者は年々増加傾向にあり、近いうちに、対象年
齢や支給金額の見直しが必要ではないかと考えてい
る。
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審 議 結 果 一 覧
平成30年第１回３月定例会

議決結果件　　名議案番号 付託委員会

全会一致承認

賛成多数　可決
（賛成17・反対2）

賛成多数　可決
（賛成17・反対2）

‒

全会一致可決

全会一致可決

全会一致可決

総務企画委員会

〃

〃

〃

〃

〃 〃

〃

〃 〃

〃

〃 〃

全会一致可決 〃

〃 総務企画委員会

都市環境委員会〃

〃 〃

全会一致同意 ‒

〃 福祉文教委員会

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

全会一致可決 予算委員会

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃〃

〃

〃

〃

〃〃

全会一致可決

福祉文教委員会

〃

〃

賛成多数　可決
（賛成17・反対2）

賛成多数　可決
（賛成17・反対2）

〃

〃

大野城心のふるさと館の設置及び管理に関する条例の制定について

大野城市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について

市道路線の廃止について

大野城市監査委員の選任について

大野城市ふるさと応援基金条例の制定について

大野城市コミュニティ条例の全部を改正する条例の制定について

第１号議案

第２号議案

第３号議案

第４号議案

第５号議案

第６号議案

第７号議案

第８号議案

第９号議案

第10号議案

第11号議案

第12号議案

第13号議案

第14号議案

第16号議案

財産の取得について第18号議案

市道路線の認定について第17号議案

第20号議案

平成29年度大野城市一般会計補正予算（第７号）について第21号議案

平成29年度大野城市一般会計補正予算（第８号）について第22号議案

平成30年度大野城市一般会計予算について第28号議案

平成30年度大野城市介護保険特別会計予算について第30号議案

平成30年度大野城市後期高齢者医療特別会計予算について第31号議案

大野城市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及
び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防
のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の一部
を改正する条例の制定について

大野城市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定
介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に
関する基準等を定める条例の一部を改正する条例の制定について

大野城市重度障害者医療費の支給に関する条例の一部を改正する
条例の制定について

大野城市国民健康保険税条例等の一部を改正する条例の制定に
ついて

第15号議案 福岡県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の
減少及び福岡県市町村職員退職手当組合規約の変更について

大野城市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例の制
定について

第23号議案 平成29年度大野城市国民健康保険特別会計補正予算（第４号）に
ついて

第24号議案 平成29年度大野城市介護保険特別会計補正予算（第４号）について

第25号議案 平成29年度大野城市後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号）
について

第26号議案 平成29年度大野城市水道事業会計補正予算（第４号）について

第29号議案 平成30年度大野城市国民健康保険特別会計予算について

第27号議案 平成29年度大野城市下水道事業会計補正予算（第４号）について

大野城市スポーツ推進審議会設置条例の一部を改正する条例の
制定について

専決処分した事件の承認について（大野城市税条例の一部を改正
する条例）

大野城市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に
関する基準等を定める条例の一部を改正する条例の制定について

大野城市立保育所の設置及び管理に関する条例の一部を改正する
条例の制定について

大野城市コミュニティセンターの設置及び管理に関する条例の制
定について

第19号議案 大野城市固定資産評価審査委員会委員の選任について



8

第８号議案

第13号議案

第28号議案

第６号議案 ●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

●

●

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

ー

ー

ー

ー

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

●

●

○

○

○

○

（◯：賛成、●：反対、ー：議長は表決に加わらないため）

賛否の分かれた議案（平成30年第１回３月定例会）
会派名 改革フォーラム 自民大野城 公明党自民まどか 会派に所属し

ていない議員

議員氏名

松
下
　
真
一

清
水
　
純
子

大
塚
　
み
ど
り

河
村
　
康
之

白
石
　
重
成

井
上
　
正
則

関
井
　
利
夫

中
村
　
真
一

森
　
　
和
也

髙
山
　
や
す
子

田
中
　
健
一

平
井
　
信
太
郎

井
福
　
大
昌

天
野
　
嘉
久
孝

山
上
　
高
昭

松
﨑
　
百
合
子

福
澤
　
信
光

松
田
　
美
由
紀

関
岡
　
俊
実

松
﨑
　
正
和

－ 陳 情 関 係 －（全議員に写しを配布）
障害者の生活の整備についての意見書採択のお願い 陳情第１号

国民健康保険の県単位化にともなって保険料（税）引き上げなどの負担増を行わず、社会保障制度
としての機能の充実を求める陳情 

陳情第２号

◆ 

議
会
の
動
き 

◆

市
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
つ
く
る

調
査
特
別
委
員
会

シ
ビ
ッ
ク
ゾ
ー
ン
構
想
調
査
特
別

委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議（
初
日
）

全
員
協
議
会

本
会
議（
２
日
目
、代
表
質
問
、質
疑
、付
託
）

総
務
企
画
委
員
会

福
祉
文
教
委
員
会

都
市
環
境
委
員
会

予
算
委
員
会

本
会
議（
３
日
目
、一
般
質
問
）

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議（
４
日
目
、一
般
質
問
）

予
算
委
員
会

シ
ビ
ッ
ク
ゾ
ー
ン
構
想
調
査
特
別
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

全
員
協
議
会

本
会
議（
最
終
日
）

議
会
運
営
委
員
会

全
員
協
議
会

福
岡
県
中
部
十
市
議
会
議
長
会（
糸
島
市
）

シ
ビ
ッ
ク
ゾ
ー
ン
構
想
調
査
特
別
委
員
会

福
岡
県
南
市
議
会
議
長
会（
筑
紫
野
市
）

会
派
代
表
者
会
議

福
岡
県
市
議
会
議
長
会（
北
九
州
市
）

九
州
市
議
会
議
長
会（
佐
賀
市
）

２
月
13
日

15
日

　22
日

３
月
２
日

５
日

６
日

〜
12
日

13
日

14
日

16
日

19
日

４
月
６
日

10
日

11
日

16
日

26
日

議決結果件　　名議案番号 付託委員会
全会一致可決 予算委員会

〃 〃平成30年度大野城市土地区画整理清算金特別会計予算について

平成30年度大野城市公共用地先行取得事業特別会計予算について第32号議案

〃 〃平成30年度大野城市水道事業会計予算について第34号議案

〃 福祉文教委員会公用車の交通事故による損害賠償の額の決定及び和解について第36号議案

報告 ‒報告第１号

第33号議案

〃 〃

〃

平成30年度大野城市下水道事業会計予算について第35号議案

〃 予算委員会平成29年度大野城市一般会計補正予算（第９号）について第37号議案
〃平成30年度大野城市一般会計補正予算（第１号）について第38号議案

〃 〃市民に開かれた議会をつくる調査特別委員会中間報告報 告

専決処分の報告について（公用車の交通事故による損害賠償の額
の決定及び和解について）
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代表質問 ～ 大野城市長の考えを問う ～

子
育
て
支
援
事
業
と
高
齢
者
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
つ
い
て

待
機
児
童
の
解
消
に
向
け
て
、
幼
稚

園
の
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
移
行
や
保

育
所
の
定
員
増
を
図
る
と
と
も
に
、

企
業
主
導
型
保
育
事
業
所
へ
の
児
童

の
受
け
入
れ
や
届
出
保
育
施
設
へ
の

支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
の

定
員
拡
充
計
画
に
つ
い
て
は
、
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
に
盛
り

込
み
、
周
知
し
て
い
く
。

要
支
援
認
定
者
な
ど
の
比
較
的
軽
度

の
利
用
者
に
対
し
て
は
、
介
護
予
防

日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
を
開
始
し

て
い
る
。
介
護
保
険
法
の
改
正
に
あ

わ
せ
て
、
総
合
事
業
の
負
担
を
さ
ら

に
５
％
程
度
引
き
下
げ
る
こ
と
と
し

て
お
り
、
比
較
的
軽
度
の
方
は
よ
り

気
軽
に
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な

る
と
考
え
て
い
る
。

交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
整
備
に
つ
い

てマ
ウ
ン
ト
ア
ッ
プ
型
歩
道
の
勾
配
の

緩
和
や
、
道
路
改
良
等
に
合
わ
せ
て

セ
ミ
フ
ラ
ッ
ト
型
へ
の
改
修
を
検
討

し
、
人
に
優
し
い
歩
道
の
整
備
を
推

答 問答 問

進
し
て
い
く
。

Ｊ
Ｒ
水
城
駅
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

対
策
が
必
要
で
あ
る
の
で
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
設
置
な
ど
、Ｊ
Ｒ
九
州
と
の
協

議
を
継
続
し
て
い
く
。

ま
た
、
西
鉄
の
高
架
化
に
伴
い
、
新

た
に
整
備
す
る
駅
へ
の
ホ
ー
ム
ド
ア

設
置
に
つ
い
て
は
、
高
架
化
の
タ
イ

ミ
ン
グ
に
合
わ
せ
て
の
整
備
は
難
し

い
が
、
設
置
可
能
と
な
る
構
造
や
仕

様
で
整
備
を
す
る
こ
と
を
鉄
道
事
業

者
と
の
間
で
確
認
し
て
い
る
の
で
、

今
後
も
設
置
を
要
望
し
て
い
く
。

自民まどか・自民大野城改革フォーラム 公明党

山上　高昭
天野　嘉久孝
井福　大昌
平井　信太郎

田中　健一
髙山　やす子
森　　和也
中村　真一
関井　利夫

松﨑　正和
関岡　俊実
松田　美由紀
福澤　信光
松﨑　百合子

井上　正則
白石　重成
河村　康之
大塚　みどり

会　　派

所属議員

１．平成 30 年度施
　政方針について

１．施政方針について
２．第 6次総合計画について
３．平成 30年度事業内容に
　　ついて

内 容

１．子育て支援事業と高齢者の介
護サービスの充実について

２．学校における働き方改革につ
いて

３．交通バリアフリーの整備につ
いて

４．総合的な交通体系の確立につ
いて

５．ＩＣＴ化による行政サービス
の充実について

６．空き家等の対策及び高齢者等
の住宅確保の支援について

※　 とは・・・・・・・・質問者のことです。
※代表質問とは・・・市長の施政方針及び所信表明等に関して、会派
　　　　　　　　   から代表者を立てて質問を行います。

質

注：各会派の最後にあるＱＲコードから映像を見ることができます。

質
質

質

▲映像はこちら

市
民
生
活
の
安
心
と
安
全
に
向
け
て

市
民
生
活
の
安
心
と
安
全
に
向
け
て

改
革
フ
ォ
ー
ラ
ム

▲駅に設置されたホームドア（イメージ）
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住
み
よ
い
街
で
あ
る
べ
き
本
市
の
交
通

網
整
備
に
つ
い
て

高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
移
動
支
援

が
必
要
な
人
の
増
加
も
見
込
ま
れ
る

た
め
、
移
動
手
段
の
選
択
肢
と
共
に

福
祉
施
策
も
含
め
検
討
し
て
い
く
。

災
害
を
想
定
し
た
「
避
難
訓
練
」
の

新
た
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

大
規
模
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ

る
、
ま
ど
か
ぴ
あ
な
ど
の
公
共
施
設

に
お
い
て
、
施
設
利
用
者
が
参
加
す

る
避
難
訓
練
は
実
施
で
き
て
い
な

い
。
今
後
実
践
的
な
避
難
訓
練
の
実

施
に
向
け
調
査
・
研
究
を
進
め
て
い

く
。

「
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の

今
後
の
在
り
方
と
、
介
護
離
職
者
対

策
、
医
療
と
介
護
の
一
体
化
に
つ
い

て高
齢
者
が
住
み
な
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
た
。
家

族
介
護
を
理
由
と
し
た
離
職
者
の
増

加
に
対
し
、
こ
の
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
へ
早
期
に
相
談
し
て
い
け
る

よ
う
Ｐ
Ｒ
を
さ
ら
に
図
っ
て
い
く
。

答 問答 問

答 問答 問

答 問

災
害
時
に
お
け
る
警
戒
区
域
の
未
然

防
止
対
策
と
し
て
の
急
傾
斜
地
崩
壊

対
策
工
事
の
計
画
に
つ
い
て

平
成
30
年
度
は
平
野
台
区
内
の
急
傾

斜
地
で
対
策
工
事
を
実
施
。
今
後
、

市
内
の
急
傾
斜
地
に
お
い
て
も
順

次
、
対
策
事
業
を
行
っ
て
い
く
。

「
放
課
後
総
合
学
習
ラ
ン
ド
セ
ル
ク
ラ

ブ
」
と
、
学
童
保
育
と
の
一
本
化
に

つ
い
て

児
童
の
放
課
後
事
業
で
あ
る
ラ
ン
ド

セ
ル
ク
ラ
ブ
、
留
守
家
庭
児
童
保
育

所
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
広
場
の
今
後
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
モ
デ
ル
事
業
も
含

め
て
施
策
を
展
開
し
て
お
り
、
一
体

的
な
運
営
を
精
力
的
に
研
究
、
試
行

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

平
成
三
十
年
度
施
政
方
針
に

　
　
　
つ
い
て
の
見
解
を
問
う
。

平
成
三
十
年
度
施
政
方
針
に

　
　
　
つ
い
て
の
見
解
を
問
う
。

市
政
運
営
に
臨
む
抱
負
に
つ
い
て

第
５
次
大
野
城
市
総
合
計
画
に
掲
げ

た
「
と
も
に
創
る
個
性
輝
く
や
す
ら

ぎ
の
新
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
都
市
」
を
ま

ち
の
将
来
像
と
し
て
掲
げ
、
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
実
践
し
て
き
た
。

平
成
30
年
度
は
本
計
画
の
最
終
年
度

で
あ
り
、
次
の
ス
テ
ー
ジ
に
繋
げ
て

い
く
と
い
う
非
常
に
重
要
な
１
年
と

な
る
。
そ
の
た
め
、
実
施
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
取
り
組
み
を
持
ち
越
す

こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
最
後
ま
で
確

実
に
全
力
を
尽
く
す
決
意
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
さ

ら
な
る
発
展
に
向
け
、
10
年
後
、
20

年
後
の
大
野
城
市
の
姿
を
思
い
描
き

な
が
ら
、
現
在
進
め
て
い
る
施
策
を

一
歩
一
歩
着
実
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

本
市
の
こ
れ
か
ら
の
総
合
計
画
は

市
民
の
皆
様
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

な
ど
を
踏
ま
え
、
総
合
計
画
審
議
会

に
お
い
て
第
６
次
大
野
城
市
総
合
計

画
の
基
本
構
想
を
ご
審
議
い
た
だ
い

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
こ

れ
か
ら
実
施
の
説
明
会
や
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
、
作
成
段
階
か
ら
市
民
の
皆
様
に

答答 問問

ご
参
画
を
頂
き
、
目
指
す
べ
き
都
市

の
将
来
像
と
そ
の
実
現
に
向
け
た
ま

ち
づ
く
り
を
共
有
し
な
が
ら
、
将
来

に
わ
た
っ
て
共
感
い
た
だ
け
る
計
画

の
策
定
を
考
え
て
い
る
。
総
合
計
画

は
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
つ
く
り
上

げ
て
い
く
も
の
で
あ
り
、
今
後
も
議

員
各
位
、
各
団
体
や
地
域
の
皆
様
な

ど
と
共
に
、
大
野
城
市
の
将
来
像

と
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
オ
ン
リ
ー

ワ
ン
の
ま
ち
づ
く
り
の
計
画
を
つ
く

り
上
げ
て
い
く
。

▲映像はこちら

▲映像はこちら

更
な
る
希
望
の
市
政
の
実
現
に
つ
い
て

更
な
る
希
望
の
市
政
の
実
現
に
つ
い
て

自

民

ま

ど

か

自

民

大

野

城

公

明

党
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一般質問 ～ これからの大野城を問う ～

注：★がついている内容を掲載しています。なお、各議員の最後にあるＱＲコードから映像をみることができます。

森 　 和 也 通学路の安全確保について

松下　真一 公共施設の統廃合と自治体財政について

平井信太郎 認知症に対する本市の対応について
小学生の校区外活動について

中村　真一 地方税と上下水道料金及び市営住宅家賃
の収納について

大塚　みどり 教育環境の拡充

清水　純子 福祉循環型社会システムの構築について

河村　康之
在宅患者救急時電話相談事業の推進と
本市独自の取り組みについて
誰もが安全に通行できる歩道整備の取り
組みと対策について

松﨑百合子
社会保障・税番号制度、いわゆるマイナン
バー制度について
多文化児童・生徒および若者への日本語
支援について

▲映像はこちら

答 答

答答

問 問

問問 通
学
路
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

通
学
路
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

通
学
路
の
一
斉
点
検
の
結
果
、
ど
の

よ
う
な
安
全
対
策
を
講
じ
て
き
た
か
。

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
何
件
か

通
学
路
安
全
点
検
を
開
始
し
た
平
成

24
年
度
か
ら
昨
年
度
ま
で
の
５
年
間

で
、
１
２
５
カ
所
の
点
検
を
行
い
、

結
果
に
基
づ
き
行
っ
た
対
策
は
87
件

で
あ
る
。
実
施
し
た
対
策
の
内
容
と

件
数
は
、
歩
行
者
注
意
の
文
字
や
減

速
マ
ー
ク
な
ど
運
転
者
へ
の
注
意
の

た
め
の
路
面
標
示
の
新
設
や
再
塗
装

が
26
件
、
路
側
帯
や
交
差
点
な
ど
を

緑
や
赤
色
に
カ
ラ
ー
舗
装
す
る
も
の

が
11
件
、
路
側
帯
の
拡
幅
や
線
の
塗

り
直
し
な
ど
歩
道
外
側
線
の
調
整
に

係
る
も
の
が
10
件
、
横
断
歩
道
の
新

設
や
塗
り
直
し
が
７
件
、
そ
の
他
、

児
童
・
生
徒
へ
の
注
意
看
板
の
設
置

や
植
栽
の
伐
採
、
防
護
柵
の
整
備
・

改
修
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
な
ど

を
行
っ
て
き
た
。

見
守
り
隊
な
ど
を
運
営
し
て
い
る
地
区

を
把
握
し
て
い
る
か

見
守
り
活
動
を
し
て
い
る
団
体
は
、

行
政
区
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
、Ｐ
Ｔ
Ａ
な

ど
、
平
成
30
年
１
月
末
現
在
で
58
団

体
あ
る
。

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
登
録
者
数
は
、
ど

れ
く
ら
い
か

平
成
30
年
１
月
末
現
在
で
７
３
６
人

が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

通
学
路
に
お
け
る
見
守
り
カ
メ
ラ
の

設
置
状
況
は

主
要
な
交
差
点
６
カ
所
に
19
台
の
見

守
り
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
う
ち
交
差

点
５
カ
所
、
16
台
の
見
守
り
カ
メ
ラ

が
通
学
路
内
で
の
設
置
で
あ
る
。
今

後
も
警
察
と
協
議
し
な
が
ら
、
犯
罪

抑
止
に
効
果
的
な
場
所
へ
の
設
置
を

進
め
て
い
く
。

森
　
　
　
和
　
也

▲月の浦区子ども見守り隊の活動の様子
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小
学
生
同
士
の
放
課
後
や
休
日
の
校

区
外
活
動
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
が
な

ぜ
か

小
学
生
だ
け
で
自
由
に
校
区
外
の
大

型
店
舗
や
遊
戯
施
設
へ
の
出
入
り
、

移
動
中
に
起
こ
り
得
る
事
件
・
事
故

や
非
行
行
為
を
未
然
に
防
ぐ
目
的
で

禁
止
し
て
い
る
。

し
か
し
、
子
ど
も
た
ち
は
、
校
区
内

外
に
限
ら
ず
自
然
や
史
跡
、
地
域
の

方
々
と
の
関
わ
り
、
興
味
・
関
心
や

知
的
好
奇
心
を
高
め
て
い
く
事
は
と

て
も
価
値
が
高
い
こ
と
で
あ
る
。

ど
の
よ
う
な
経
緯
で
校
区
外
活
動
禁

止
の
規
則
が
出
来
た
の
か

市
内
の
小
学
校
の
校
区
外
活
動
禁
止

の
決
ま
り
は
、
開
校
当
初
か
ら
設
定

さ
れ
て
い
る
。

小
学
生
同
士
の
放
課
後
や
休
日
の
校

区
外
活
動
は
、
親
の
責
任
の
範
疇
だ

と
思
う
が
い
か
が
か

子
ど
も
の
安
全
を
守
る
た
め
、
放
課

後
や
休
日
の
活
動
範
囲
に
つ
い
て
調

査
研
究
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

答答答 問問問

問答
子
ど
も
た
ち
の
自
主
性
を
育
む
た
め

に
も
校
区
外
活
動
の
制
限
を
廃
止
す

べ
き
で
は
な
い
か

今
後
、
学
校
、
地
域
、
家
庭
が
協
議

で
き
る
学
校
運
営
協
議
会
や
、
学
校

と
家
庭
が
連
携
し
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
運
営
協

議
会
の
場
で
、
児
童
の
安
全
、
自
立
、

家
庭
生
活
等
を
考
え
た
議
題
の
検
討

が
必
要
で
あ
る
。

新
年
度
中
の
校
長
会
及
び
学
校
運
営

協
議
会
に
お
い
て
、
議
題
と
し
て
検

討
す
る
。

子
ど
も
の
活
動
範
囲
を
広
げ
、

　
　
自
主
性
を
育
て
よ
う
！

子
ど
も
の
活
動
範
囲
を
広
げ
、

　
　
自
主
性
を
育
て
よ
う
！

▲映像はこちら

▲映像はこちら

誰
も
が
安
全
に
通
行
で
き
る
歩
道
と

は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
か

誰
も
が
安
全
に
通
行
で
き
る
歩
道
と

は
、
大
き
な
段
差
が
な
く
、
幅
員
に

ゆ
と
り
が
あ
り
、
高
齢
者
や
視
覚
障

が
い
者
、
車
椅
子
使
用
者
な
ど
、
全

て
の
歩
行
者
が
歩
き
や
す
い
と
感
じ

る
歩
道
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

平
成
29
年
3
月
議
会
で
、
歩
道
の
街

路
樹
根
上
り
の
総
点
検
を
尋
ね
た
が
、

そ
の
総
点
検
は
ど
う
な
っ
た
の
か
。

ま
た
、
今
後
の
改
修
計
画
は

街
路
樹
の
根
上
が
り
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
の
街
路
樹
管
理
業
務
に
お
い

て
点
検
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
街

路
樹
を
設
け
て
い
る
97
路
線
の
う
ち

18
路
線
に
根
上
が
り
を
確
認
し
、
緊

急
を
要
す
る
７
路
線
に
つ
い
て
は
、

直
ち
に
改
修
を
し
た
。
な
お
、
緊
急

を
要
さ
な
い
路
線
に
つ
い
て
は
、
平

成
30
年
度
以
降
危
険
度
に
応
じ
て
順

次
改
修
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

県
道
と
市
役
所
の
間
に
あ
る
歩
道
が

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
「
賛
歌
（
ア
リ
ア
）」

の
舗
装
路
面
か
ら
こ
ぼ
れ
出
て
く
る

答答 問問問

答
小
石
に
よ
り
、
誰
も
が
安
全
に
通
行

す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
思
う
が
、

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か

指
摘
の
箇
所
は
、
老
朽
化
に
よ
り
舗

装
の
表
面
が
は
が
れ
小
石
が
散
ら
ば

り
、
特
に
杖
や
車
椅
子
を
使
わ
れ
て

い
る
方
な
ど
が
通
行
し
に
く
く
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
も
何
度
か
職
員

な
ど
が
清
掃
を
行
っ
て
き
た
が
、
根

本
的
な
解
消
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、

舗
装
表
面
の
劣
化
は
徐
々
に
進
ん
で

い
る
た
め
、
歩
行
者
の
通
行
に
支
障

を
来
さ
な
い
よ
う
検
討
し
て
お
り
、

早
急
に
応
急
処
置
を
実
施
し
た
い
。

「
誰
も
が
安
全
に
」通
行
で
き
る

　
　
歩
道
整
備
の
対
策
は
。

「
誰
も
が
安
全
に
」通
行
で
き
る

　
　
歩
道
整
備
の
対
策
は
。

河
　
村
　
康
　
之

◆モニュメント 賛歌（アリア）前　歩道

※小学生同士で校区外の神社やお祭に行く事は禁止されています

平
　
井
　
信
太
郎
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▲映像はこちら

▲映像はこちら

今
後
、
公
共
施
設
の
管
理
運
営
方
針

は
変
更
す
る
の
か

現
在
の
と
こ
ろ
、
本
市
に
お
い
て
は

公
共
建
築
物
に
関
し
て
は
、
複
合
や

統
廃
合
の
計
画
は
な
い
の
で
、
施
設

の
管
理
運
営
方
針
の
変
更
は
な
い
。

今
後
、
地
域
運
営
組
織
と
し
て
の
各

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
変
化
す
る
の
か

新
た
に
（
仮
称
）
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
の
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
て
、

地
域
住
民
が
み
ず
か
ら
住
む
地
域
の

課
題
を
洗
い
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目

指
す
べ
き
将
来
の
姿
を
共
有
し
た
上

で
、
地
域
住
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

別
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
策
定
を
行
う
。

今
後
は
、
地
域
住
民
が
主
体
で
あ
っ

た
活
動
に
加
え
、
企
業
や
団
体
が
加

わ
る
こ
と
で
新
た
な
活
動
の
担
い
手
、

新
た
な
視
点
に
よ
る
事
業
の
構
築
な

ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
目

指
し
て
い
る
。

公
共
施
設
の
再
編
・
統
合
と
地
方
交

付
税
の
関
係
は
変
化
す
る
か

本
市
で
は
、
基
準
財
政
需
要
額
の
算

定
費
目
の
公
共
施
設
の
再
編
や
統
合

答答答 問問問

答 問
の
計
画
は
な
い
の
で
交
付
税
の
算
定

に
影
響
は
な
い
と
考
え
る
。

本
市
の
公
共
施
設
の
中
で
、
再
編
・

統
合
を
実
施
す
る
計
画
は

公
共
建
築
物
は
、
将
来
施
設
の
再
編
・

統
合
す
る
計
画
は
な
い
。

上
下
水
道
局
で
は
、
平
成
28
年
度
に

水
道
施
設
再
編
計
画
及
び
更
新
計
画

を
策
定
し
、
市
内
４
つ
の
配
水
池
の

統
廃
合
、
牛
頸
浄
水
場
の
浄
水
機
能

の
廃
止
と
瓦
田
浄
水
場
へ
の
統
合
、

中
配
水
池
の
廃
止
を
平
成
30
年
度
か

ら
36
年
度
ま
で
の
間
に
行
う
計
画
と

し
て
い
る
。

公
共
施
設
の
統
廃
合
と

　
　
自
治
体
財
政
に
つ
い
て

公
共
施
設
の
統
廃
合
と

　
　
自
治
体
財
政
に
つ
い
て

収
納
対
策
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な

対
策
を
取
っ
て
い
る
か

平
成
28
年
１
月
に
滞
納
整
理
支
援
シ

ス
テ
ム
を
導
入
。
平
成
29
年
10
月
か

ら
催
告
業
務
の
民
間
委
託
を
開
始
し

た
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
地
方
税
を

納
付
で
き
る
よ
う
に
検
討
し
て
は

納
税
の
利
便
性
が
向
上
し
、
収
納
率

の
向
上
が
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、

他
の
納
付
手
段
と
あ
わ
せ
て
導
入
を

検
討
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

上
下
水
道
料
金
の
滞
納
額
を
減
ら

す
た
め
の
対
策
は

10
項
目
の
取
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

ま
ず
、
納
入
督
促
・
催
告
を
行
う
。

連
絡
が
な
い
場
合
は
停
水
を
す
る
た

め
の
訪
問
を
行
う
。
平
成
26
年
度
か

ら
、
停
水
保
留
約
束
書
に
よ
る
通
知

を
確
実
に
見
て
も
ら
う
よ
う
に
黄
色

封
筒
を
導
入
。
平
成
27
年
度
か
ら
は

新
納
付
誓
約
書
の
導
入
を
行
い
、
停

水
が
不
可
能
な
滞
納
者
等
に
つ
い
て

は
、
法
的
対
策
へ
の
移
行
を
行
っ
て

い
る
。

答答答 問問問

問答
上
下
水
道
料
金
に
つ
い
て
、コ
ン
ビ

ニ
収
納
の
納
付
状
況
と
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
で
の
納
付
の
必
要
性
は
ど

う
考
え
て
い
る
か

件
数
、
収
納
額
と
も
導
入
当
初
の
平

成
23
年
度
に
比
べ
平
成
28
年
度
は
増

加
し
て
い
る
。
効
果
に
つ
い
て
は
24

時
間
支
払
い
が
可
能
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
利
便
性
が
確
実
に
向
上
、
収
納

率
も
上
昇
し
て
い
る
。
ク
レ
ジ
ッ
ト

収
納
に
関
し
て
は
導
入
し
て
い
る
自

治
体
に
調
査
を
し
た
結
果
、
収
納
率

の
向
上
に
つ
な
が
ら
な
い
、
多
額
の

収
納
コ
ス
ト
が
か
か
る
こ
と
か
ら
今

回
は
見
送
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

地
方
税
と
上
下
水
道
料
金
の

　
　
　
　
　
　
　
収
納
に
つ
い
て

地
方
税
と
上
下
水
道
料
金
の

　
　
　
　
　
　
　
収
納
に
つ
い
て

中
　
村
　
真
　
一

松
　
下
　
真
　
一
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就
学
援
助
の
入
学
準
備
金
は
、
近
隣

市
同
様
、
入
学
前
に
支
給
す
る
べ
き
。

改
正
し
な
か
っ
た
理
由
は

３
月
支
給
後
、
他
市
へ
転
出
し
た
場

合
等
、
現
在
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、
対

応
が
で
き
な
い
た
め
、
本
市
は
認
定

者
の
う
ち
、
市
が
制
服
業
者
に
支
払

う
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

平
成
29
年
６
月
初
旬
、
該
当
す
る
親

が
ま
ど
か
フ
ロ
ア
出
張
所
に
出
し
た

申
請
書
が
教
育
部
に
届
い
て
い
な

か
っ
た
。
預
け
た
こ
と
を
証
明
す
る

す
べ
が
な
い
の
で
、
水
か
け
論
。

12
月
11
日
の
予
算
委
員
会
で
、
約
４

カ
月
間
、
再
発
防
止
策
が
検
討
さ
れ

て
い
な
い
事
実
も
わ
か
っ
た
。
入
学

前
支
給
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
実
現

を
す
る
べ
き
。
今
回
の
ト
ラ
ブ
ル
は
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
に
大
き
く
反
す
る
。

何
が
問
題
だ
と
思
う
か

迅
速
な
再
発
防
止
の
検
討
、
誠
心
誠

意
努
め
る
こ
と
が
大
切
。
情
報
の
共

有
、
具
体
的
な
対
応
を
す
る
よ
う
に

指
示
を
し
て
い
た
が
、
最
終
的
に
、

確
認
が
な
か
っ
た
こ
と
は
反
省
す
べ

き
で
あ
る
。

入
学
前
支
給
に
つ
い
て
は
、
他
市
町

答 問問答

答 問
の
や
り
方
等
を
調
査
・
研
究
し
、
し
っ

か
り
と
検
証
し
て
い
き
た
い
。

２
学
期
制
に
つ
い
て
、
そ
の
後
の
経

過
を
教
育
長
に
伺
う

校
長
会
で
平
成
30
年
度
か
ら
学
期
制

に
関
す
る
調
査
・
研
究
を
行
っ
て
い

く
。
学
校
長
が
職
員
の
意
見
を
聞
き
、

い
ろ
ん
な
意
見
を
寄
せ
る
こ
と
に
な

る
。
一
斉
に
２
学
期
制
か
、
校
長
の

手
挙
げ
方
式
か
、
働
き
方
と
あ
わ
せ

て
検
討
し
て
い
く
。
必
要
で
あ
る
な

ら
、
学
校
管
理
規
則
の
見
直
し
も
可

能
に
す
る
。

入
学
準
備
金
の
支
給
時
期
と

　
　

２
学
期
制
の
検
討
を
！

入
学
準
備
金
の
支
給
時
期
と

　
　

２
学
期
制
の
検
討
を
！

▲映像はこちら

▲映像はこちら

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
実
施
状
況
は

昨
年
11
月
13
日
か
ら
本
格
運
用
。
情

報
提
供
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
所

得
額
等
を
照
会
し
順
調
で
あ
る
。

費
用
対
効
果
は
ど
う
か

平
成
27
年
度
の
シ
ス
テ
ム
改
修
費
用

等
は
5
9
5
8
万
６
千
円
、
地
方
公

共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
へ
の
負

担
金
は
3
2
8
0
万
９
千
円
。

日
本
年
金
機
構
と
の
連
携
は

本
年
３
月
か
ら
７
月
ま
で
に
年
金
の

情
報
連
携
予
定
。
平
成
27
年
５
月
に

国
民
年
金
の
被
保
険
者
の
氏
名
な
ど

個
人
情
報
約
１
２
５
万
件
が
流
出
。

そ
の
後
安
全
性
が
確
保
さ
れ
た
。

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
扱
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
専
用
回
線
と
し
切
り
離
す
等
。

申
請
書
類
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
記
載
を

拒
否
す
る
場
合
の
対
応
は

補
正
を
求
め
る
。
な
お
拒
否
す
る
場

合
は
情
報
連
携
は
し
な
い
。

住
民
税
の
特
別
徴
収
税
額
通
知
は

答答 問問答 問答 問答 問問

答答 問
昨
年
５
月
12
日
付
で
１
万
2
3
3
2

事
業
所
へ
特
定
郵
便
で
発
送
。
誤
配

達
で
７
事
業
所
８
名
分
が
、
開
封
さ

れ
た
状
態
で
返
送
。
通
知
書
に
は
、

従
業
員
の
住
所
、
氏
名
、
税
額
と
共

に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
載
。

個
人
情
報
の
漏
え
い
と
捉
え
、
国
の

個
人
情
報
保
護
委
員
会
、
福
岡
県
等

に
報
告
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公

表
し
た
。
対
象
者
７
事
業
所
８
名
へ

は
状
況
説
明
と
謝
罪
、
番
号
変
更
の

案
内
等
を
行
っ
た
。

２
０
１
８
年
度
は
、
い
か
が
か

今
年
１
月
地
方
税
法
施
行
規
則
で
、

「
当
面
の
間
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
載
し

な
い
」
と
な
っ
た
。
こ
の
為
記
載
せ

ず
に
発
送
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
大
丈
夫
か
？

　
　

本
市
も
漏
え
い

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
大
丈
夫
か
？

　
　

本
市
も
漏
え
い

　

松
　
﨑
　
百
合
子

 

大
　
塚
　
み
ど
り

※大野城市だけ３学期制！！

太宰府市

春 日 市

筑紫野市

那珂川町

地　　区 状　　況

全校実施

全校実施

全校実施

全校実施

小学校の２学期制実施状況
( 筑紫地区 )
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▲映像はこちら

介
護
士
不
足
の
深
刻
化
は
、
サ
ー
ビ

ス
低
下
や
現
役
世
代
に
と
っ
て
も
介

護
離
職
も
あ
る
。
実
態
と
予
測
は

在
宅
介
護
実
態
調
査
で
は
、
約
7
割

は
離
職
し
た
家
族
は
い
な
い
と
回
答
。

一
方
で
今
後
働
き
な
が
ら
介
護
を
続

け
る
の
は
難
し
い
と
14
・
9
％
が
回

答
。
本
市
で
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
を
中
心
に
介
護
負
担
を
軽
減
す

る
取
り
組
み
の
充
実
に
努
め
る
。

在
宅
介
護
を
担
う
介
護
士
の
３
割
以

上
が
60
歳
代
、
６
割
が
50
歳
代
で
あ

り
、
後
継
者
問
題
も
厳
し
い
状
況
で

あ
る
が
、
そ
の
対
策
は

国
は
、
介
護
人
材
の
す
そ
野
を
広
げ

る
こ
と
を
目
的
に
生
活
援
助
従
事
者

研
修
制
度
を
平
成
30
年
４
月
か
ら
新

た
に
導
入
。
60
時
間
程
度
の
研
修
で

生
活
援
助
を
実
施
す
る
資
格
を
得
る

こ
と
が
で
き
る
。
既
に
実
施
中
の
介

護
職
員
初
任
者
研
修
は
取
得
に
係
る

受
講
費
の
半
額
を
助
成
し
、
受
講
後

３
カ
月
以
内
に
事
業
所
に
雇
用
さ
れ
、

半
年
以
上
就
労
し
た
場
合
は
、
自
己

負
担
額
か
ら
２
万
円
を
差
し
引
い
た

額
を
支
給
。
新
し
く
導
入
さ
れ
る
研

修
の
受
講
費
用
の
助
成
等
も
検
討
し
、

答答 問問

答 問
短
時
間
で
働
き
や
す
い
仕
事
と
し
て

Ｐ
Ｒ
を
積
極
的
に
行
い
、
受
講
者
を

広
め
る
取
り
組
み
を
進
め
る
。

安
定
し
た
雇
用
を
整
備
す
る
た
め
に
、

福
祉
循
環
型
社
会
シ
ス
テ
ム
の
構
築

と
地
方
創
生
を
絡
め
て
、
雇
用
創
出

と
い
う
選
択
は
で
き
な
い
か

働
く
人
口
の
減
少
、
介
護
や
保
育
に

携
わ
る
職
員
も
総
体
的
に
減
少
す
る

中
で
、
介
護
需
要
、
保
育
需
要
を
供

給
で
き
る
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
は
、

地
域
で
の
仕
事
創
出
や
経
済
活
性
化

に
も
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

2
0
4
0
年
！
だ
れ
が

　
　
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
を
介
護
す
る
の
？

2
0
4
0
年
！
だ
れ
が

　
　
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
を
介
護
す
る
の
？
　
清
　
水
　
純
　
子

議会だよりでは、みなさんからいただいた作品を紹介します。
●募集作品（未発表のものに限ります）　　・俳句　　・川柳　　　・短歌　　・写真
●応募方法　住所、氏名、電話番号を記入して、議会事務局「議会だより作品募集」係へ郵送または直接窓口へ
　　　　　 (〒816－8510　大野城市曙町二丁目２番１号　℡．580－1938)
●注意事項
　・未発表のものに限ります　　・人物の写真については、掲載の了解を得てください　　・提出された作品は、返却しません　
　・ペンネームでも可とします　・採用された作品は、平成30年8月15日号に掲載予定です

～作品掲載希望者募集～～作品掲載希望者募集～

梅
一
輪
咲
い
て
リ
ハ
ビ
リ
百
歩
行
く

平
成
や
な
り
て
花
咲
く
大
野
城

ひ
な
祭
り
終
り
て
初
夏
の
こ
い
の
ぼ
り

肘
若
し
弓
引
き
絞
る
竹
の
春

（
牛
頸
・
竹
田　

準
）

　
（
乙
金
台
・
泉　

満
夫
）

（
緑
ヶ
丘
・
平
井
静
代
）

　
（
大
城
・
す
っ
ぴ
ん
の
昭
）

　
（
白
木
原
・
荒
木
洋
子
）

作
　
品
　
紹
　
介

俳　

句

結
婚
の
記
念
日
な
れ
ど

　

わ
が
夫
の
気
づ
か
ぬ
ま
ま
に

　

暮
れ
て
ゆ
く
な
り

（
緑
ヶ
丘
・
平
井
静
代
）

（
牛
頸
・
竹
田　

準
）

「
お
は
よ
う
」と
朝
の
挨
拶
老
い
二
人

　

静
か
な
刻
と
空
気
が
流
れ

短　

歌

免
許
証
返
納
終
へ
て
杖
に
乗
る

　
（
緑
ヶ
丘
・
平
井
静
代
）

戌
年
と
て
断
じ
て
許
せ
ぬ
犬
の
糞

　
（
大
城
・
す
っ
ぴ
ん
の
昭
）

年
喰
ら
ふ
孫
の
駄
洒
落
に
蚊
帳
の
外

川　

柳



Q 議場はどうでしたか Q 8月には中学生議員として
議席につきますが、抱負は

Q 議員をどう思いますか

Q そのほか何か感想はありますか

あ
ん
て
な

あ
ん
て
な

大
野
城
市
議
会
だ
よ
り
　
　
N
o
.1
4
1

発
行
責
任
者
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長
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編
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広
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委 員 長

副委員長

委　　員

委　　員
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委　　員

髙　山　やす子
森　　　和　也
松　田　美由紀
山　上　高　昭
大　塚　みどり
松　﨑　百合子

広 報 委 員 会
　

平
成
２８
年
に
選
挙
権
年
齢
が
１８
歳

に
引
き
下
げ
ら
れ
、
若
い
時
か
ら
身

近
に
あ
る
地
方
自
治
や
市
議
会
議
員

の
仕
事
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
い
、

考
え
て
も
ら
う
こ
と
は
、
益
々
大
切

に
な
っ
て
い
ま
す
。
我
々
議
会
も
、

身
近
に
感
じ
て
頂
く
た
め
に
、
昨
年

１１
月
の
ま
ど
か
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で

は
、
議
場
開
放
を
行
い
ま
し
た
。
多

く
の
方
に
来
場
頂
き
ま
し
た
が
、
初

め
て
来
た
と
お
っ
し
ゃ
る
方
が
殆
ど

で
し
た
。
そ
し
て
、
８
月
に
は
、
上

記
の
よ
う
に
、
大
野
城
市
議
会
で
は
、

初
と
な
る
『
中
学
生
模
擬
議
会
』
を

開
催
し
ま
す
。
参
加
し
、
体
験
す
る

こ
と
で
、
議
会
に
対
す
る
関
心
が
深

ま
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
市
民
の

皆
さ
ん
も
議
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

市
役
所
の
４
階
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
上
高
昭
）

この夏
、中学生模擬議会を開催

市内各中学校から“中学生議員”が議会の傍聴に来ました
～傍聴した中学生の感想です～

『中学生模擬議会』の開催について～皆さん傍聴に来てください～

・とても静かで緊張感がありました
・スクリーンが設置してあり傍聴しやすかった
・テレビやニュースで見たのといっしょだった
・想像以上に大きく、独特のつくりになっていて驚いた

・真剣なやりとりに好印象を受けました
・市が良くなるように限られた時間を使って質問して
いることが分かった
・質問のやりとりがうまくまとめられていた
・視察や研究を基に質問していて大変だがやりがいが
ありそうだ

・議会を見る機会がなくて関心も薄かったが、今回の傍
聴を通して興味がわいて、参加していきたいと思った
・議長の席はとても高く、座るだけで緊張した
・今日はこの様な機会を頂き本当にありがとうござい
ました。8月にはいい姿で参加します

・自分たちの意見を発言できるように勉強して参加し
たい
・ただ質問するだけでなく、思いや考えを正直に伝え
たい
・今日見たことを参考に分かりやすく意見を伝えるよ
うに頑張りたい
・みんなと協力して精一杯頑張ります
・市民の一人として市民の目線で市の発展に役立てる
ように積極的に、真剣に取り組んでいきます
・いい質問をして、いい意味で議員さんを困らせたい
・積極的に意見を発言して、議会について知り、大野城
市が良くなるようにしたい
・中学生だからこそ気づくことを聞きたい
・他の人の質問も聞きながら、内容を深めたい
・緊張するかもしれないが、しっかり準備をして臨み
たい
・『中学生議員』として、中学生の代表になるので、一つ
一つの行動に気をつけながらがんばります

平成30年8月下旬（詳細については決まり次第ホームページ等でお知らせします）日時

大野城市役所４階本会議場場所

大野城市議会事務局　電話５８０－１９３８お問い合わせ


